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令和 3（2021）年度 西日本図書館学会春季研究発表会（2021.6.19） 要綱 

「参考調査図書館」としての奄美分館の役割：島尾敏雄分館長の業務に着目して 

                                               工藤 邦彦 

1. はじめに：論考の背景 

令和 3（2021）年 5 月 10 日，日本政府は世界自然遺産として推薦していた「奄美大島，

徳之島，沖縄島北部及び西表島」について，国連教育・科学・文化機関（Unesco）の諮問

機関が世界遺産への登録を勧告としたと発表した．よって，この 7 月に開かれる世界遺産

委員会で正式決定される見通しとなった1．鹿児島県立奄美図書館（前身は鹿児島県立図書

館奄美分館，以下奄美図書館，奄美分館と記す）の郷土コーナーでは『世界自然遺産祈念！』

と題した企画展を開催し，絶滅危惧種や固有種といった生物多様性に関する資料を紹介の

うえ，利用者への調査研究に供している．奄美図書館では平成 21（2009）年 4 月の開館時

から“奄美ならでは”の調査に応えるべく“参考調査図書館”としての機能を果たしてき

た．この源流については“純文学の極北”と呼ばれた作家・島尾敏雄が奄美に渡島し奄美

分館長兼奄美日米文化会館長として図書館運営に努めた昭和 30 年代まで遡る必要がある2．  

当時，鹿児島県では鹿児島県立図書館長として名を馳せた久保田彦穂（作家・椋鳩十）

の目配りもあり，奄美群島にも中核となる図書館を完備し振興を図ることを急いだ．奄美

分館は，名瀬市（現奄美市）にあった米軍政府運営による大島文化情報会館からの老朽し

た建物から昭和 39（1964）年 9 月に近代的なコンクリート建築のモダンなつくりの新館へ

と移転した．同年 10 月 15 日に閲覧式，落成祝賀会を挙行し来賓として久保田館長が出席

した．久保田はスピーチで島尾分館長に対し，①地方文化保存のための保存図書館，②調

査研究のための参考図書館，③蔵書の量・質を共に備えた貸出図書館の三要素を備えた図

書館運営を強く求めた3. 本発表では久保田の求めた②調査研究のための参考図書館として

の島尾が分館長として業務に携わった奄美分館に着目する．発表者は，これまで奄美・沖

縄における日米文化会館等個別の施設研究の一環として奄美の図書館史に貢献した島尾の

足跡を公表したが4，新たに“参考調査図書館”としての奄美分館の役割について論ずる． 

2. 先行研究および論考のねらい 

「図書館人としての島尾」の側面をいち早く考察した井谷（2015）は，島尾が作り上げ

た奄美分館の性格を，戦前に沖縄の県立図書館長を務めた伊波普猷をなぞり，「沖縄学の拠

点」ならぬ「奄美学の拠点」を標榜した“土着型参考図書館”と規定した5．“土着型”の意

味は，島尾が分館長就任期に終始関わった郷土資料の収集，かつ島尾が主導し奄美の知識

                                                 
1 読売新聞 2021 年 5 月 11 日掲載記事 
2 島尾の館長職就任期は昭和 33（1958）年 4 月 1 日から昭和 50（1975）年 4 月 12 日まで 
3南海日日新聞 昭和 39（1964）年 10 月 16 日掲載記事 
4平成 30（2018）年 11 月 11 日，鹿児島県立奄美図書館に於いて開催された島尾敏雄記念

室講演会『図書館司書としての島尾敏雄 本を届け，資料を集めた 17 年』 
5 井谷泰彦 2015「ヤポネシアと図書館長：南島における島尾敏雄の一側面」島尾伸三，志

村有弘編『島尾敏雄とミホ 沖縄・九州』鼎書房 p185-193. 
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人を束ねた奄美郷土研究会の再興など，これら郷土研究の一環としての参考事務を表した

ものといえる6．だが，井谷の分析では島尾の具体的な参考事務の内容把握までには至って

いない．本発表では島尾の奉仕活動の様相をあらためて確認することで，新たな“土着型”

の細部を見出すことをねらいとする． 

3. 奉仕活動の様相  

 昭和 30（1955）年秋，島尾は 9 年ぶりに「思出のロマンスの島」鎮西村（現在の大島郡

瀬戸内町・加計呂麻島）出身のミホ夫人と移住した．名瀬市内に閑棲して 1 ヶ月を経過し

ていた当時の新聞では島尾夫妻の来島を「戦後文壇の惑星 出孤島記で文学賞の主 “作家

島尾”奄美に現わる」と大々的に報じた7．島尾自筆の日記（昭和 31（1956）年 3 月 17 日）

に拠ると「夜にミホと会議室で文芸家的の会に出席．これ第一回なり．発起人は泉芳朗氏

ら．文英吉氏も出席」とあり，文芸懇話会や史談会改め奄美郷土研究会に関わる名瀬市在

住の“知識人”との交流を契機に島尾も当地での”知識人“の一員として迎えられたもよ

うである8 ．直後，文英吉の急逝から鹿児島県職員として奄美日米文化会館の館長職に就き，

程なく奄美分館長職を兼務する運びとなった9．「参考調査図書館」の側面としては，前身の

大島文化情報会館以来，書架には「参考文献」が排架され，何らしかの参考事務が行われ

ていることがうかがえる10 . また，”土着型参考図書館“の様相は，奄美群島が米軍統治下

にあった際に設置していた旧奄美博物館の資料が日本復帰後，奄美日米文化会館に移管し

た．収蔵状況については「奄美群島出土の土器（主として縄文式土器と祝部土器），石器（主

として石斧）及び群島産出の貝類やハブなど爬虫類やクロウサギの標本また各種郷土文化

遺産が収集陳列，昭和 32（1957）年度参観者が一般 232 名，児童 650 名」であった11 ． 

     「奄美日米文化会館」（インフォメーションセンター）の変遷 

昭和 26（1951）年 4 月  名瀬市井根町に「大島文化情報会館」開館． 

          〃  10 月「奄美琉球米文化会館」（改称）となる． 

    昭和 27（1952）年    「奄美琉米文化会館」（改称）となる． 

昭和 29（1954）年 5 月 「奄美日米文化会館」（改称）となる． 

    昭和 32（1957）年 5 月  文英吉 会館長急逝． 12 月 島尾敏雄 会館長就任． 

昭和 33（1958）年 4 月 「鹿児島県立図書館奄美分館」へ移行，開館． 

               「奄美日米文化会館」併設．島尾が分館長を兼務． 

     昭和 39（1964）年 9 月  奄美分館 名瀬市小俣町に新築，移転． 

                                                 
6 前掲 5） 
7南海日日新聞 昭和 30（1955）年 11 月 29 日掲載記事 
8 小嶋洋輔 2020『文化継承者としての島尾敏雄』（令和 2 年度奄美図書館島尾敏雄記念講

演会 平成 2（2020）年 11 月 8 日奄美図書館開催）『島の根』令和元年 p3-4 
9 前掲 5） 
10 奄美文化會館建物平面図（昭和 29（1954）年頃 鹿児島県立奄美図書館蔵） 
11 奄美分館『鹿児島県立図書館奄美分館案内』1959 年版 
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“知識人”島尾は，米国占領下からの図書館機能と博物館機能を有すインフォメーショ

ンセンターの源流を有す奄美分館において如何なる参考業務に携わっていたのだろうか． 

それを紐解く手がかりと成り得る一次資料として，『県立図書館奄美分館・奄美日米文化

会館 参考質問記録綴』（以下，『記録綴』と記す）が存在する12 ．『記録綴』の内容は，奄

美分館に昭和 33（1958）年 10 月から昭和 39（1964）年 2 月までに寄せられた利用者から

の参考質問についての回答メモである．計 70 の回答事例が記載されているが，収録期間が

5 年余りと考えるとかなり抜粋のうえ纏めたものと思われる．ちなみに『鹿児島県立図書館

奄美分館案内 1959 年版』（『分館案内』と記す）では下掲の昭和 34（1959）年に受付した

質問事例計 8 点が記載されており，かつ『記録綴』にも全て回答内容の記載が確認できた．

なお，『分館案内』記載の“奉仕活動”には「当館では，各方面に亘る質問に対し，あらゆ

る資料について調査のうえ，回答するという参考事務を行っておる」13とあり，参考事務を

行っていることが明らかである．島尾の分館長就任期は長らく事務要員が 7 名の態勢であ

ったが，そのうち司書係として 4 名を配置，そのうち島尾より入職が早かった奄美日米文

化会館図書部で勤務していいた中原兼子ともう 1 名の計 2 名で事務分掌上，「参考業務に関

すること，図書館に対する各種の要望事項の処理に関すること」を担当していた． 

●『分館案内』1959 年度 五 奉仕活動 1. 館内奉仕活動 ④  

 1. （奄美の）盆行事について   【島尾回答】 

2. オカヤドカリの生態について  【島尾回答】 

3. 人権擁護団体の東京本部の住所 【当田真延（分館長補佐）回答】 

4. 大島の豊年踊りについて，そうものがあるか，あればその状況 【島尾回答】 

5. 昭和から安政に至るまでの年号 【当田真延（分館長補佐）回答】 

6. 奄美群島政府時代の人口統計  【中原兼子（司書係）回答】 

7. 図書整理の方法         【島尾回答】 

8. 大島に於ける平家伝説       【島尾回答】 

『鹿児島県立図書館奄美分館案内 1959 年版』から抜粋のうえ転載，【回答】は発表者が加筆． 

井谷（2007）は上掲 1. 4. 6. 8. を引用のうえ，島尾の郷土研究と図書館の日常的な奉仕

業務とが深く関与していたことを示した14．なお，「8. 大島に於ける平家伝説」に対する島

尾の回答は，「奄美郷土研究会報」第 13 号（昭和 47（1972）年 10 月刊） p124-125 に「書

簡」と題し，喜界島及び大島本島の平家伝説に関する島尾自身の手許にある記録をもとに

参考文献を明示のうえ回答した内容を公表した．「奄美郷土研究会報」本文に島尾が寄稿し

たのは唯一この参考事務の記録のみであった．なお，『記録綴』のメモとして島尾が「図書

館職員又は公民館職員になるためにはどうすればよいか」との問いを受け関係者に紹介状

                                                 
12 奄美分館長補佐当田真延氏（故人）保管資料 [現所有者：当田栄昶氏] 
13 前掲 11） 
14井谷泰彦 2007「『道の島』に本を担いで：奄美の図書館長・島尾敏雄」日本図書館文化史

研究会編『図書館人物伝：図書館を育てた 20 人の功績と生涯』日外アソシエーツ p221-222． 
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をしたためたこと，「創作した校歌 7 篇のうち，どれがよいか意見を聞かせてほしい」とい

う要望に対し「一位から三位まで適当と思われるものを選び回答した」ことが確認できた． 

4 来館者への対応  

 奄美分館では，館内奉仕活動における参考業務以外に島尾に直接面会を求める来館者へ

の対応に追われていた．島尾が離職する 1 年前にあたる昭和 49（1974）年度には大島郡内

を除いても 74 人もの面会者がいたもようである15．新聞社，放送局などのマスコミ関係者，

出版社，大学教員，公務員に交じって一般の方も渡島のうえ来館していた．おそらくは島

尾との面会が叶ったであろうが，これに加え大島郡内の来館者も加えるとかなりの数に上

るはずだ．しかし，島尾を訪ねて来た人々は，必ずしも「文学者としての島尾」に用件が

有ったわけではないようだ．恐らくは何かしらの調査を依頼してきたようである．根拠と

して奄美日米文化会館併設時における島尾の自筆日記の記載内容を抜粋，以下列挙する． 

昭和 34（1959）年 12 月 7 日 記（分館長室来訪） 

「琉球服飾史の一項に大島のことを書きたいが，文献資料を見せてほしいという．問

われるままに話した．ちょうど（奄美郷土研究会の）K 氏も来て大熊のノロの服装

について話していた．」 

昭和 36（1961）年 3 月 16 日 記（分館長室来訪） 

「refference の仕事二件（T 氏が来て名瀬市在の文化グループをきかれ，リストを作る．

又支庁内 H 氏のため，奄美をテーマにした文学の作者と作名をリストにする．） 

昭和 36（1961）年 4 月 27 日 記 切抜資料の作製（事務室内） 

「地許新聞などにのった奄美分館の総合活動記事，新着図書案内，館内利用図書の月

毎のベスト 10，郷土研究会記事，レコードコンサート案内などの記事を整理して，（司

書係）担当の中原さんに渡す 中原さんはスクラップブックにはる．」 

5. 結語 

 奄美分館では，参考事務規程やスタッフマニュアルに当たる内規を制定した形跡は無い．

『記録綴』や島尾日記の記載内容から推察すると，島尾個人の“知”に頼って参考調査が

行われた公算が高い．総じて参考事務の特徴として，“奄美や琉球”に関する調査依頼が大

半を占めている．『記録綴』の内容に限れば，奄美分館と同じく名瀬市内にあった大島支庁

の事務職員，その中には奄美日米文化会館の行事部に勤務していた元同僚からの問い合わ

せが散見する．このことから奄美分館が地方行政資料に基づく調査を担っていたともとれ

る．これは島尾が昭和 42（1967）年頃から奄美分館で奄美群島内における日本復帰関係資

料の渉猟といった行政資料の収集を開始したこと，かつ同年に臨時北部南西諸島政庁『公

報』1～14 号の大量寄贈があり，のちの『奄美史料』刊行の契機となったことなどからも推

察できる．そこには新たな“知”を求め来館する市井の人々に応えるべく“知識人”島尾

の姿が浮かび上がる．大学など高等機関が存在し得なかった奄美群島，とくに中核都市の

名瀬にとって奄美分館は唯一“知”の拠点であったことは想像に難くない． 

                                                 
15奄美分館『一年のあゆみ』昭和 49（1974）年度 p10-11 


